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ピリプロールを含有し、滴下して用いる犬用の外用

剤が承認されたので、その概要を紹介する。

新有効成分であるピリプロールは、農薬や動物用医

薬品において殺虫剤として使用されているフェニルピ

ラゾール系に分類される薬剤であり、ノミ及びマダニ

に対する駆除効果を有する。

１．成分及び分量

100mL中　ピリプロール12.5ｇを含有する。

２．用法及び用量

3ヵ月齢及び体重２kg以上の犬に、体重１kg当たり

ピリプロール12.5mgを基準量として、肩甲骨間背部の

被毛を分け、皮膚上に直接次の投与量を滴下する。

３．効能又は効果

犬：ノミ及びマダニの駆除

４．特筆すべき使用上の注意

・犬以外の動物には使用しないこと。特に猫及びうさ

ぎには使用しないこと。

・本剤は３ヵ月齢未満の子犬、体重２kg未満の小型犬、

病中、回復期の犬並びに産前・産後の犬には投与し

ないこと。

・動物が舐めた場合、一過性の流涎が見られることが

ある。そのため、滴下部位を他の動物が舐めないよ

うに注意すること。

・本剤の適用部位に一過性の皮膚反応（被毛の脱色、

脱毛及び掻痒）が起こることがある。

・本剤は１回投与すると通常ノミ及びマダニに対し６

週間駆除効果が持続する。

・投与８時間後の水浴または投与１日後のシャンプー

は、本剤の効果に影響を及ぼすことはない。

・犬に本剤を月１回６ヵ月間局所反復投与した安全性

試験において、高用量投与群で一部の動物に運動失

調、ふらつき等の一過性の神経症状並びに粘膜蒼白

が認められた。

（薬剤作用検査室長　永井英貴）

新薬紹介
ピリプロールを含有する犬用の滴下剤

（平成19年5月18日承認）

猫免疫不全ウイルス感染症は、レトロウイルス科レ

ンチウイルス属のFeline immunodeficiency virus

（FIV)の感染による猫の疾病で、主に咬傷により水平感

染で伝播する。感染後に無症状キャリアーとなり、一

部の猫は数ヵ月から数年後に後天性免疫不全症候群

（AIDS）を発病し死亡する。FIVにはA～Eの５つのサ

ブタイプがあり、日本国内の感染率は数％～十数％で

サブタイプBが主体と報告されている。本症に対する

ワクチンは海外では2002年以降に、米国、オーストラ

リア等で承認されされていたが、今般国内で初めて輸

入製剤が承認されたので、その概要を以下に紹介する。

１．成分及び分量

本ワクチンは猫リンパ球継代細胞持続感染猫免疫不

全ウイルスであるペタルマ株（サブタイプA)と静岡株

（サブタイプD）を抗原成分するものであり、ホルマリ

ンで不活化し、エチレン－無水マレイン酸コポリマー

等の3種類のアジュバントを添加したワクチンである。

２．用法及び用量

８週齢以上の猫に1mLを２～３週間隔で３回皮下注

猫免疫不全ウイルス感染症（アジュバント加）不活加ワクチン

（平成19年6月20日承認）

体重 用量

2kg以上4.5kg未満 0.45mLピペット１個全量

4.5kg以上11kg未満 1.1 mLピペット１個全量

11kg以上 22kg未満 2.2 mLピペット１個全量

22kg以上 50kg未満 5.0 mLピペット１個全量

50kg以上 ピリプロール12.5mg/kgを基

準量とした適切なピペットの

組み合わせ


